
乙４－１ 

過去に出題された問題 

 

乙種第４類 危険物取扱者試験 

解答は最後のページに記載されています。 

 

(注) 問題中に使用した略語は、次のとおりです。 

法   令 ･･････ 消防法、危険物の規制に関する政令 

又は危険物の規制に関する規則 

  法   ･･････ 消防法 

政   令 ･･････ 危険物の規制に関する政令 

規   則 ･･････ 危険物の規制に関する規則 

製 造 所 等 ･･････ 製造所、貯蔵所又は取扱所 

市町村長等 ･･････ 市町村長、都道府県知事又は総務大臣 

免   状 ･･････ 危険物取扱者免状 

所 有 者 等 ･･････ 所有者、管理者又は占有者 

 

 

 

 

危 険 物 に 関 す る 法 令 

 

［問  １］ 法別表第１に掲げる第４類の危険物の品名に該当しない

ものは、次のうちどれか。 

１ 特殊引火物 

２ 第１石油類 

３ アルコール類 

４ アルキルアルミニウム 

５ 第４石油類 

 

 

 

 

 

 



乙４－２ 

［問  ２］ 法令上、予防規程に関する説明として、最も適切なもの

は、次のうちどれか。 

１ 製造所等における危険物保安監督者及び危険物取扱者の責務を定

めた規程をいう。 

２ 製造所等の点検について定めた規程をいう。 

３ 製造所等の火災を予防するため、危険物の保安に関し必要な事項

を定めた規程をいう。 

４ 製造所等における危険物保安統括管理者の責務を定めた規程をい

う。 

５ 危険物の危険性をまとめた規程をいう。 

 

 

 

 

［問  ３］ 法令上、品名の異なる危険物Ａ、Ｂ、Ｃを同一場所で貯

蔵する場合の指定数量の倍数を求める計算式として、次のうち正

しいものはどれか。 

 

1 
Ａの貯蔵量 ＋Ｂの貯蔵量 ＋Ｃの貯蔵量 

Ａの指定数量＋Ｂの指定数量＋Ｃの指定数量 

 

2 
Ａの貯蔵量 ＋Ｂの貯蔵量 ＋Ｃの貯蔵量 

Ａの指定数量×Ｂの指定数量×Ｃの指定数量 

 

3 
Ａの指定数量 

＋ 
Ｂの指定数量 

＋ 
Ｃの指定数量 

Ａの貯蔵量 Ｂの貯蔵量 Ｃの貯蔵量 

 

4 
Ａの貯蔵量 

＋ 
Ｂの貯蔵量 

＋ 
Ｃの貯蔵量 

Ａの指定数量 Ｂの指定数量 Ｃの指定数量 

 

5 
Ａの貯蔵量 

× 
Ｂの貯蔵量 

× 
Ｃの貯蔵量 

Ａの指定数量 Ｂの指定数量 Ｃの指定数量 

 

 



乙４－３ 

［問  ４］ 法令上、学校、病院等の建築物等から一定の距離（保安

距離）を保たなければならない旨の規定が設けられている施設の

組合せで、次のうち正しいものはどれか。 

１ 製 造 所      屋外タンク貯蔵所 

２ 屋内タンク貯蔵所   地下タンク貯蔵所 

３ 地下タンク貯蔵所   給油取扱所 

４ 移動タンク貯蔵所   第２種販売取扱所 

５ 製 造 所      第１種販売取扱所 

 

 

 

 

 

 

 

 

［問  ５］ 法令上、第５種の消火設備のうち、すべての種類の危険

物の消火に適応するものは、次のうちどれか。 

１ りん酸塩類等の粉末を使用する消火器 

２ 霧状の強化液を放射する消火器 

３ 泡を放射する消火器 

４ 膨張真珠岩 

５ ハロゲン化物を放射する消火器 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



乙４－４ 

［問  ６］ 法令上、平家建以外の建築物に設ける屋内タンク貯蔵所

の位置、構造及び設備の技術上の基準について、次のうち誤って

いるものはどれか。 

１ 貯蔵し、又は取り扱うことのできる危険物は、引火点が40度以上

の第４類の危険物のみに限られている。 

２ タンク専用室に窓を設ける場合は、特定防火設備にしなければな

らない。 

３ 屋内貯蔵タンクの外面には、さびどめのための塗装をしなければ

ならない。 

４ 屋内貯蔵タンクには、容量制限が定められている。 

５ タンク専用室は、壁、柱、床及びはりを耐火構造とし、上階のな

い場合にあっては屋根を不燃材料で造り、かつ、天井を設けてはな

らない。 

 

 

 

［問  ７］ 法令上、あらかじめ市町村長等に届け出をしなければなら

ないのはどれか。 

１ 位置、構造又は設備を変更しないで、製造所等で貯蔵し又は取り

扱う危険物の品名、数量を変更する場合 

２ 危険物保安監督者を定めなければならない製造所等において、こ

れを定める場合 

３ 危険物保安監督者を定めなければならない製造所等において、こ

れを解任する場合 

４ 製造所等の譲渡又は引渡を受ける場合 

５ 製造所等を廃止する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 



乙４－５ 

［問  ８］ 法令上、市町村長等が製造所等の使用停止を命ずること

ができる事由について、次のＡ～Ｄのうち、該当しないものすべ

てを掲げているものはどれか。 

Ａ 予防規程を定めなければならない製造所等において、予防規

程を定めていないとき。 

Ｂ 危険物保安監督者を定めなければならない製造所等において、

危険物保安監督者を定めていないとき。 

Ｃ 自衛消防組織を置かなければならない製造所等において、自

衛消防組織を置いていないとき。 

Ｄ 危険物施設保安員を定めなければならない製造所等において、

危険物施設保安員を定めていないとき。 

 

１ Ａ、Ｃ 

２ Ａ、Ｃ、Ｄ 

３ Ａ、Ｄ 

４ Ｂ、Ｃ、Ｄ 

５ Ｃ、Ｄ 

 

 

［問  ９］ 法令に定める定期点検の点検記録に記載しなければならな

い事項として、規則に定められていないものは、次のうちどれか。 

１ 点検をした製造所等の名称 

２ 点検の方法及び結果 

３ 点検年月日 

４ 点検を行った危険物取扱者若しくは危険物施設保安員又は点検に

立ち会った危険物取扱者の氏名 

５ 点検を実施した日を市町村長等へ報告した年月日 

 

 

 

 

 

 

 



乙４－６ 

［問 １０］ 法令上、免状の書換え又は再交付に係る申請先の都道府

県知事（以下「知事」という。）について、正しいものの組合せは

次のうちどれか。     

 書 換 え の 申 請 再 交 付 の 申 請 

１ 
居住地を管轄する知事 交付した知事又は居住地を管

轄する知事 

２ 
交付した知事 交付した知事又は居住地若し

くは勤務地を管轄する知事 

３ 

居住地又は勤務地を管轄する

知事 

交付した知事若しくは書換え

をした知事又は居住地を管轄

する知事 

４ 
交付した知事又は居住地若し

くは勤務地を管轄する知事 

交付した知事又は書換えをし

た知事 

５ 
交付した知事又は居住地を管

轄する知事 

居住地又は勤務地を管轄する

知事 

 

 

 

 

［問 １１］ 法令上、危険物保安監督者を定めなければならない製造

所等に該当するものとして、次のうち正しいものはどれか。 

１ 指定数量の倍数が30の屋外貯蔵所 

２ 指定数量の倍数が30を超える危険物を容器に詰め替える一般取扱

所 

３ 指定数量の倍数が30を超える移動タンク貯蔵所 

４ 指定数量の倍数が30を超える引火点が40℃以上の第４類の危険

物のみを取り扱う販売取扱所 

５ 指定数量の倍数が30を超える引火点が40℃以上の第４類の危険

物のみを貯蔵する屋内タンク貯蔵所 

 

 

 

 

 



乙４－７ 

［問 １２］ 法令上、移動タンク貯蔵所による危険物の貯蔵、取扱い

及び移送について、次のうち誤っているものはどれか。 

１ 移動タンク貯蔵所には完成検査済証を備え付けておかなければな

らない。 

２ 危険物取扱者が乗車しなければならないのは、危険等級Ⅰの危険

物を移送する場合のみである。 

３ 危険物の移送のため乗車している危険物取扱者は免状を携帯して

いなければならない。 

４ 移動貯蔵タンクから引火点が40℃未満の危険物を他のタンクに注

入するときは、移動タンク貯蔵所の原動機を停止させなければなら

ない。 

５ 移送のため乗車している危険物取扱者は、移動タンク貯蔵所の走

行中に消防吏員から停止を命じられ、免状の提示を求められたら、

これに従わなければならない。 

 

 

［問 １３］ 法令上、製造所等のうち政令で定める規模のものは、市

町村長等が行う保安に関する検査を受けなければならないが、こ

の検査の対象となる製造所等のみの組合せとして、次のうち正し

いものはどれか。 

１ 地下タンク貯蔵所   給油取扱所 

２ 屋外タンク貯蔵所   移送取扱所 

３ 地下タンク貯蔵所   屋外タンク貯蔵所 

４ 製造所        給油取扱所 

５ 製造所        移送取扱所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



乙４－８ 

［問 １４］ 法令上、運搬容器の外部に表示する注意事項として、次

のうち正しいものはどれか。 

１ 第２類の危険物にあっては、「衝撃注意」 

２ 第３類の危険物にあっては、「火気・衝撃注意」 

３ 第４類の危険物にあっては、「火気厳禁」 

４ 第５類の危険物にあっては、「取扱注意」 

５ 第６類の危険物にあっては、「火気注意」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［問 １５］ 法令上、顧客に自ら給油等をさせる給油取扱所において、

灯油を取り扱うために顧客が使用する顧客用固定注油設備に彩色

を施す場合の色として、次のうち正しいものはどれか。 

１ 赤色 

２ 青色 

３ 白色 

４ 黄色 

５ 緑色 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



乙４－９ 

基 礎 的 な 物 理 学 及 び 基 礎 的 な 化 学 

 

［問 １６］ 次の組合せのうち、燃焼が起こらないものはどれか。 

１ 静電気火花 ………… ヘリウム ……………… 酸素 

２ ライターの炎 ……… 水素 …………………… 空気  

３ 酸化熱 ……………… 天ぷらの揚げかす …… 酸素 

４ 電気火花 …………… 一酸化炭素 …………… 空気 

５ 衝撃火花 …………… 二硫化炭素 …………… 酸素 

 

 

 

 

 

 

 

 

［問 １７］ 燃焼について記述した次の文章の下線部分【Ａ】～【Ｃ】

のうち、誤っているもののみをすべて掲げているものはどれか。 

   「燃焼とは、一般に【Ａ】熱と光の発生を伴う【Ｂ】分解反応のこ

とをいう。燃焼が始まるためには、原則として可燃物、【Ｃ】酸素

供給源、点火源の３つが同時に存在することが必要である。」 

 

１ Ｂ 

２ Ｃ 

３ Ａ、Ｂ 

４ Ａ、Ｃ 

５ Ａ、Ｂ、Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 



乙４－１０ 

［問  １８］  プロパン（C3H8）88ｇに含まれる炭素原子の物質量

〔mol〕として、次のうち正しいものはどれか。 

ただし、Ｃの原子量を12、Hの原子量を１とする。 

１ ３mol 

２ ６mol 

３ ８mol 

４ 12mol 

５ 88mol 

 

 

 

 

 

 

 

 

［問 １９］ 自然発火の機構について、次の文中の【 】内のＡ～Ｃ

に当てはまる語句の組合せとして、正しいものはどれか。 

「自然発火が開始される機構について分類すると、セルロイドやニ

トロセルロースなどのように【Ａ】により発熱するもの、活性炭な

どの炭素粉末類のように【Ｂ】により発熱するもの、ゴム粉や石炭

などのように【Ｃ】により発熱するもの、発酵により発熱するもの、

重合反応により発熱するものなどがある。」 

 

   Ａ   Ｂ   Ｃ 

１ 吸着  酸化  分解 

２ 分解  酸化  吸着 

３ 酸化  吸着  分解 

４ 吸着  分解  酸化 

５ 分解  吸着  酸化 

 

 

 

 



乙４－１１ 

［問 ２０］ 次の消火剤に関する説明のうち、誤っているものはどれか。 

１ 泡消火剤は、微細な気泡の集合体で燃焼面を覆う窒息効果と、水

分による冷却効果によって消火する。 

２ 二酸化炭素消火剤は、主として酸素濃度を下げる窒息効果によっ

て消火する。 

３ 水は、蒸発熱により燃焼物の温度を下げる冷却効果によって消火

する。さらに気化により発生した水蒸気による窒息効果もある。 

４ 粉末消火剤は、燃焼の連鎖反応を中断させる負触媒（抑制）効果

によって消火する。 

５ ハロゲン化物消火剤は、主として燃焼物の温度を引火点以下に下

げる冷却効果によって消火する。 

 

 

 

 

 

［問 ２１］ 静電気に関する説明として、次のうち誤っているものは

どれか。 

１ 良導体に帯電体を近づけると、良導体の帯電体に近い側の表面に

は帯電体と異種の電荷が現れ、遠い側の表面には帯電体と同種の電

荷が現れる。 

２ 帯電体に分布している流れのない電気を静電気という。 

３ 物体の電荷を検出する装置には、箔検電器がある。 

４ 静電気現象が起こるのは、摩擦などによって陽子の移動が起こり、

一方が陽子を得て正に、他方が陽子を失い負に帯電するためである。 

５ 物体間で電荷のやりとりがあっても、電気量の総和は変わらない。 

 

 

 

 

 

 

 

 



乙４－１２ 

［問 ２２］ 水素（H2）、炭素（C）、プロパン（C3H8）の燃焼熱がそれ

ぞれ286 kJ/mol、394 kJ/mol、2219 kJ/molである場合、プロパン

の生成熱として正しいものは次のうちどれか。 

なお、それぞれが完全燃焼する場合の化学反応式は、下記のと

おりである。 

2H2 ＋ O2 → 2H2O 

C    ＋  O2 → CO2 

C3H8 ＋ 5O2 → 3CO2＋4H2O 

 

１  107 kJ/mol 

２  215 kJ/mol 

３ 1539 kJ/mol 

４ 2899 kJ/mol 

５ 4545 kJ/mol 

 

 

［問 ２３］ 単体であるものは、次のうちどれか。 

１ 水 

２ 硫黄 

３ 二酸化炭素 

４ 灯油 

５ 塩化ナトリウム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



乙４－１３ 

［問 ２４］ 地中に埋設された危険物の金属製配管を電気化学的な腐

食から守るために、配管に異種金属を接続する方法がある。 

配管が鋼製の場合、次のＡ～Ｅに掲げる金属のうち、効果のあ

るものの組合せとして、正しいものはどれか。 

Ａ 銅      

Ｂ 鉛       

Ｃ マグネシウム       

Ｄ 亜鉛 

Ｅ スズ               

   

１ ＡとＢ 

２ ＡとＥ 

３ ＢとＣ 

４ ＣとＤ 

５ ＤとＥ 

 

［問 ２５］ 物質の状態変化について、次のうち誤っているものはど

れか。 

１ 水には気体、液体および固体の３つの状態がある。 

２ 状態の変化には熱エネルギーの出入りが伴う。 

３ 沸点は外圧が高くなると低くなる。 

４ 固体から直接気体に状態変化することを昇華という。 

５ 固体が液体に変わることを融解といい、逆に液体が固体に変わる

ことを凝固という。 

 

  



乙４－１４ 

危険物の性質並びにその火災予防及び消火の方法 

 

［問 ２６］ 危険物の類ごとに共通する一般的な性状について、次の

うち妥当でないものはどれか。 

１ 第１類の危険物の多くは、無色または白色の酸化性固体である。 

２ 第２類の危険物は、燃焼により有毒ガスを発生するものがあり、

金属粉は、水または酸の接触により発熱・発火のおそれがある。 

３ 第３類の危険物は、自然発火性と禁水性の両方の危険性を有して

いる物質である。 

４ 第５類の危険物は、燃焼速度が極めて大きく、加熱、衝撃、摩擦

などにより発火・爆発のおそれがある。 

５ 第６類の危険物は、不燃性であるが酸化力が強く、多くは腐食性

があり、蒸気は有毒である。 

 

 

 

 

 

［問 ２７］ 第４類の危険物の貯蔵、取扱いの注意事項として、次の

うち誤っているものはどれか。 

１ 火花や高熱を発する場所に接近させない。 

２ かくはんや流動に伴う静電気の発生をできるだけ抑制する。 

３ 発生する蒸気は、なるべく屋外の低所に排出する。 

４ 容器からの液体や蒸気の漏れには十分注意する。 

５ 引火性のある危険物を取り扱う場合には、人体に帯電した静電気

を除去する。 

 

 

 

 

 

 

 

 



乙４－１５ 

［問 ２８］ 第１石油類の危険物を貯蔵および取り扱う場合の火災予

防について、次のうち誤っているものはどれか。 

１ 静電気の発生を少なくするために、危険物を取り扱う場合の流動、

ろ過などは短時間に速度を上げて行う。 

２ 液体から発生する蒸気は、地上をはって離れた低いところにたま

ることがあるので、周囲の火気に気をつける。 

３ 取扱作業をする場合は、電気絶縁性のよい靴やナイロンその他の

化学繊維などの衣類は着用しない。 

４ 貯蔵および取扱いは、換気を十分に行う。 

５ 貯蔵倉庫内の電気設備は、すべて防爆構造のものを使用する。 

 

 

 

 

 

 

［問 ２９］ 第４類の危険物の貯蔵について、次のうち誤っているも

のはどれか。 

１ 引火を防止するため、みだりに火気を近づけないこと。 

２ みだりに蒸気を発生させないため、容器は密栓すること。 

３ 可燃性蒸気を滞留させないため、貯蔵場所の通風や換気をよく行

うこと。 

４ 自然発火を防止するため、必ず液温を引火点以下に保つこと。 

５ 可燃性蒸気を発生させないため、液面に水を張って貯蔵する危険

物もある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



乙４－１６ 

［問 ３０］ 第４類の危険物の火災における消火剤の使用について、

次のうち誤っているものはどれか。 

１ 重油の火災に泡消火剤を使用した。 

２ トルエンの火災に二酸化炭素消火剤を使用した。 

３ 軽油の火災にハロゲン化物消火剤を使用した。 

４ ベンゼンの火災にりん酸塩類等の粉末消火剤を使用した。 

５ ガソリンの火災に棒状の水を使用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［問 ３１］ 自動車ガソリンの性状について、次のうち誤っているも

のはどれか。 

１ 引火点は、－40℃以下である。 

２ 流動により静電気が発生しやすい。 

３ 水より軽い。 

４ 燃焼範囲は、おおむね１～８vol％である。 

５ 灯油と間違わないように、淡青色に着色されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



乙４－１７ 

［問 ３２］ キシレンの性状等について、次のうち誤っているものは

どれか。 

１ 淡黄色の液体である。 

２ 水に溶けない。 

３ 引火点は35℃以下である。 

４ 沸点は水より高い。 

５ 塗料などの溶剤として使用されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［問 ３３］ 灯油の性状について、次のうち誤っているものはどれか。 

１ 電気の不良導体である。 

２ 引火点は、トルエンより高い。 

３ 水より軽い。 

４ 発火点は、約100℃である。 

５ 水に溶けない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



乙４－１８ 

［問 ３４］ アセトアルデヒドの性状について、次のうち誤っているも

のはどれか。 

１ 酸化されると、酢酸になる。 

２ 水やエタノールに任意の割合で溶解する。 

３ 強い還元性物質である。 

４ 熱または光により分解して、メタンと二酸化炭素を発生する。 

５ 常温（20℃）で引火の危険性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［問 ３５］ アセトンの性状について、次のうち誤っているものはど

れか。 

１ 無色無臭の液体である。 

２ 水と任意の割合で混ざり合う。 

３ 引火点は常温（20℃）より低い。 

４ 水よりも軽い。 

５ アルコール、エーテルに溶ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



乙４－１９ 

危険物取扱者試験 乙種第４類 

解 答 

問題番号 解答 問題番号 解答 問題番号 解答 

１ ４ １６ １ ３１ ５ 

２ ３ １７ １ ３２ １ 

３ ４ １８ ２ ３３ ４ 

４ １ １９ ５ ３４ ４ 

５ ４ ２０ ５ ３５ １ 

６ ２ ２１ ４   

７ １ ２２ １   

８ 2 ２３ ２   

９ ５ ２４ ４   

１０ ４ ２５ ３   

１１ ２ ２６ ３    

１２ ２ ２７ ３   

１３ ２ ２８ １   

１４ ３ ２９ ４   

１５ ２ ３０ ５   

 


